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１．研究計画の概要 
(1) 紀元後 1～2 世紀を中心に作られたと思
われる英雄詩、それを 400集めた詞華集
『英雄詩四百』を研究する。 

(2) その手始めとして、本邦にない関連文献
を収集する。 

(3) 研究方法は、これまで個々の詩に後代付
けられた添書の記述にある作者・称賛す
る英雄名などを、そのまま事実として詩
本文を読んでいたものを、一旦作品とは
別物として読むという作業を中心とする。 

(4) 古代の詩人名は恋愛文学にも出てくるか
ら、それらも考慮する。 

 
２．研究の進捗状況 
概ね当初の計画通りに進んでいるものの、

以下の 3点では当初と異なり、研究が一層広
まることとなった。 
(1) 『英雄詩四百』には、古代社会の実際の
姿が多く描写される。しかし、それらを
正確に読み解くには、必ずしもすべての
版本を必要とはせず、むしろテキストの
精読が求められる。そこで、関連文献の
収集に時間を割かないことにした。 

(2) 上に述べたとおり、英雄詩の理解には古
代社会の理解が必要で、そのため単に『英
雄詩四百』のみ精読するのではなく、関
連事項が述べられる他の古代作品群もよ
く読む必要が生じた。 

(3) この作業を通じて、古代文学の作者に関
しては、これまで考えられているより、
はるかに仮託その他複雑な様相を呈して
いることが分かった。 

３．現在までの達成度 
 ①おおむね順調に進展している。 
（理由）前項に述べたように、本研究は当初
の予想よりはるかに広まりを見せ、そのため
ある意味ではまとまった成果の提示にはよ
り時間を要する可能性が生じた。一方、訳文
の一部はすでに刊行済みだし、「英雄詩」と
いう呼称が適切かどうかについても、すでに
論考を発表した。また、古代社会の理解につ
いては、博物学的知識を必要とするものの、
着実にデータは集まっているし、また研究の
方向性も見え始めた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 『英雄詩四百』の理解には、タミル古代の
他の文献も視野に入れなくてはならない。そ
のため、個々の英雄詩の精読を目的としつつ、
分からない部分（例えば服装、太鼓の様子な
ど）は一応の訳語を充てておいて、これまで
どおり、広く内外の文献を渉猟しつつ研究を
進めていく予定である。 
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